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各高等学校・中等教育学校長　
各特別支援学校長
各学校英語科代表者　  殿
宮崎県高等学校教育研究会英語部会

　　　会　長　　鎌田 雄一
　　　　　　　（公　印　省　略）

第２２回宮崎県高等学校英語ディベート大会について　（案内）

時下、ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。
さて、標記の大会を下記のとおり開催いたします。つきましては大会の趣旨を十分ご理解いただき、　　多くの指導者と学校にご参加いただきたくご案内申し上げます。

記

	１．目　的
	日頃の学習成果を発表する機会を提供し、ディベート活動を通して、生徒の実践的コミュニ
ケーション能力の育成を図る。

	２．主　催
	宮崎県高等学校教育研究会英語部会　県高校英語ディベート研究部　

	３．後　援
	宮崎県教育委員会　　　　

	４．期　日
	令和６年１０月１３日（日）　　8:30 ～ 17:00（予定）　　

	５．会　場
	宮崎国際大学　４号館（宮崎市清武町加納丙1405番地）

	６．論  題
	Resolved: That the Japanese government should abolish all nuclear power plants in Japan. 日本政府は，原子力発電所を全て廃止すべきである。

	７．出場資格
	①同一の高校の生徒４名～８名とし、試合に出ない生徒は補助員を務める。
一校からの参加は２チームまでとする。尚今年度の九州大会・全国大会では生徒登録
４～６名、補助員２名の予定である。また、原則としてチーム帯同ジャッジ１名を
登録すること。
※５名以上の登録の参加チームにはCP/TKを依頼予定。
②試合でのチーム構成はディベーター４名とし、試合ごとに交代可能とする。ただし試合途中
でのメンバーの入れ替えは禁止する。

③次のとおり参加制限を設ける。
（１）英語のネイティブ・スピーカーの生徒は参加（出場）できない。
（２）以下の条件に該当する生徒は，チームに２名まで登録できる。また、試合毎の出場制
限は設けず、条件該当者も各試合最大２名とも出場可とする。
＊英語を第1言語とする国で12ヶ月以上滞在経験のある生徒（就学前の滞在は不問）
＊英語を第2言語とする国の出身である生徒（就学前の滞在は不問）
＊家庭で常用的に英語を使っている生徒
④申込後の選手の入れ替えは、原則として認めない。

	
	

	８．審査基準
	審査は「第１９回九州地区高等学校英語ディベート福岡大会」大会規則に準じて行う。　　

	９．参加申込
	ウラ面申込書形式により下記まで電子メールにて申し込んでください。
確認の返信メールが１週間以内に届かない場合は電話でお問い合わせください。
申込書は宮崎県高英研HPよりダウンロードできますのでご利用ください。
県立学校の先生方は「ミライム」をご利用いただくとありがたいです。
申込先：　妻　高等学校  英語科　谷口 正春 　 debate@miyazaki-c.ed.jp
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話　0983-43-0005


	１０．申込締切
	令和 ６ 年 ８ 月 ２８ 日（水）必着　（期限を厳守してください）

	１１．その他
	大会に関する詳しい案内は、参加校のみに９月下旬～１０月上旬にお送りします。

	
	


第２２回宮崎県高等学校英語ディベート大会   参 加 申 込 書

宛先：妻　高等学校  英語科　谷口 正春　debate@miyazaki-c.ed.jp　　　　
	学　校　名
	漢　　字
	

	
	ローマ字
	

	指　導　者
	氏　　名（漢　字）：

	
	e-mail（指導者個人）：

	帯同ジャッジ
	ローマ字表記で記入してください




	記入例　（生徒名ローマ字の記入方法にご注意ください）

	生徒名漢字
	生徒名ローマ字

	妻　太朗
	TSUMA Taro


チームエントリー
	TEAM A
	生徒名漢字
	生徒名ローマ字
	学年

	1
	
	
	

	2
	
	
	

	3
	
	
	

	4
	
	
	

	5
	
	
	

	6
	
	
	

	7
	
	
	

	8
	
	
	

	TEAM B
	生徒名漢字
	生徒名ローマ字
	学年

	1
	
	
	

	2
	
	
	

	3
	
	
	

	4
	
	
	

	5
	
	
	

	6
	
	
	

	7
	
	
	

	8
	
	
	


記載のとおり大会への参加を申し込むとともに、次のことに同意します。

①指導者および参加生徒の学校名・氏名を大会プログラムへ掲載すること。

②入賞校の指導者および参加生徒の学校名・氏名・競技成績・写真等を報道機関等
に公表すること。また３位決定戦、決勝の模様を映像に残し研修会等で利用すること。

令和　６　年　　　 月　　 　日　　　　指導者名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

